
東京の農業は、畑と食卓（消費地）が近いことが最大のメリットです。

消費地を身近に控えた環境で農業を営むことで、消費者のニーズをすぐさま把握し、生産に活かすことができます。
一方、農地の確保や近隣住民との関係で課題も抱えています。

多様な人々が集まる東京で農業に挑戦してみませんか？

研修期間：令和2年4月から令和4年3月まで（2年間）

研修日：月曜から金曜まで（祝日を除く。）、1年目：年間約200日、2年目：年間約220日

主な研修カリキュラム

・栽培技術を中心とした座学研修

1年目　ミ・共同は場で栽培指導員による講義形式で栽培実習研修
・都内の先進農家等の視察研修

・農業法親を中心とした座学研修

2年目　要・区画は場で栽培指導員と相談しながら、作付計画をたてて自主性を持って栽培実習研修
・農家への派遣研修
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募集期間：令和元年11月1日（金）～12月10日（火）

募集定員：5名程度

研修費用：年間118，800円（予定）
‾応募資格：（1）令和2年4月2日時点の年齢が18歳以上の者

（2）原則都内在住で通所可能な者（自家用車による通所可）

（3）就農意欲が高く、都内で独立就農を目指す者

（4）自らが農地を確保して、経営主となり都内において農業で生計を立てることを目指す者

（5）普通運転免許を取得している者（令和2年夏頃までに取得見込みの者も可）

【募集要項（応募書類）の入手方法】
・東京都ホームページ（http：／／www．sangyo－rOdo．metro．tokyo．jp／nourin／nougyou／shuunou／akademi／index・htmL）

からダウンロード

・都庁農林水産部農業振興課（新宿区西新宿2－8－1都庁第一本庁舎南側21階）又は東京都農林水産振興財団（立川市富

士見町3－8－1）の窓口にて配布

【選考から内定までのスケジュール】
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※面接試験は土曜開催予定
11月中に現地説明会を開催予定（計6回）

※詳しくは募集要項をご確認ください

・「東京農業アカデミー八王子研修農場」は、令和2年度予算

が令和2年3月31日までに都議会において可決された場合

において、令和2年4月1日から事業が開始され、4月に開

所予定です。

・八王子研修農場の運営については、東京都の政策連携団

体である公益財団法人東京都農林水産振興財団が実施す

る予定です。

公共交通機関における交通手段

」R八王子駅北口及び京王八王子駅のバス停から

「バ01：宇津木台」行き路線など複数路線あり

（バス停「八王子郵便局」下車徒歩約15分）

イイイ詳しくはこちらへ！

東京農業アカデミー ロ笥

東京都産業労働局

農林水産部農業振興課企画調整担当
TEL：03－5320－4814、FAX：03－5388－1456

蜃喜碧佗萱萱
リサイクルで看ます。　　　　舌艇だせ抑％再生雛をせ用しています


